











































































































































































爾が勅命により都 訳田で人文の教育を広 たのである。それから世に孔子の教えが広まり、人々が儒 学問 学ぶようになっ
たと序にいう。　
右の叙述に注目されることは二つある。一つは序に挙げられた



































































思想として專ら仏教を崇め、詩文を作 暇がなかったと述べ ことには一つの飛躍がそこにあった。つまり初期の官位制定も仏教尊崇も直接に「篇章」に結び付かないから、詩賦に象徴される文学の発展段階は次の時代を待たなけれ なら のである。三、皇猷――文學と憲章法則　
懐風藻の撰者が天智天皇の開かれた近江朝の賞揚に最大の賛辞
を注いだことは、研究者の一致して認めるところである。それは次の文章に示される。　　
























































































































































































































指すと思われる。 「皇猷」は天子の治世理念、それを「広く示された」 いうことは正に律令 明文化と法制に基づく制度化ほかならない。日本書紀に徴すれば、大化改新の詔令などがそれに当たるが、実際、孝徳・斉明・天智の三朝 中でも天智天皇紀は壬申の乱に伴う典籍の散逸などによりそ 記述内容は特 不十分と考えられてしかるべきであろう
*9。それはともかく、当時の政






















































































































































































































朝の太和・天保年間の詩人作品に並べ挙げ 文雅尤盛 褒め称え、南北詩人の短所を取り払い長所を取り合わせ ば「善を尽くし美を尽くす」とも述べている。
　　
自漢魏以來、迄乎晉宋、其體屢變、前哲論之詳矣。曁永明天監之際、太和天保之間、洛陽江左、文雅尤盛。于時作者、濟陽江淹、吳郡沈約、樂安任昉、濟陰溫子昇、河間邢子才、鉅鹿魏伯起等 並學窮書圃、思極人文、縟綵鬱於雲霞、逸響振於金石、英華秀發 波瀾浩蕩 筆有餘力 詞無竭源。方諸張蔡曹王、亦各一時 選也。聞其風者聲馳景慕、然彼此好尚互有異同、江左宮商發越 貴於清綺 河朔詞義貞剛 重乎氣質。氣質則理勝其詞、清綺則文過其意、理深者便於時用 文華者宜於詠歌、此其南北詞人得失之大較也。若能掇彼清音 簡兹累句、各去所短、合其兩長 則文質斌斌、盡善盡美矣。
　
魏徵は初唐の名臣として誉高く、右に見た彼の議論は当時の知


























































































































































































































二巻） 、 辰巳正明編『懐風藻―漢字文化圏の中の日本哀漢詩』 （笠間書院）*2　





代日本文学と中国文学 ・ 下』 （塙書房） 、 大野保『懐風藻の研究』 （三省堂）*4　





既に識る者無し 辰爾、乃ち羽を飯の氣に蒸して 帛を以て羽に印して、悉に其の字を寫す。朝庭悉に異しがる」 ある。*7　
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